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①新しい⾒積を作成する
このボタンをクリックして⾒積を開始します

②⾒積保存データ
⾒積保存データが⼀覧で表⽰されます
ボタンをクリックすると確認・編集ができます
画像右上の数字は⾒積書番号です

⑤⾒積⼀覧を絞り込む
作成日やカテゴリーで
絞り込むことができます

④アイコン
⾒積削除 印刷設定
帳票のダウンロードができます

③過去の⾒積を表⽰する／閉じる
⾒積を編集すると⼀番上に表⽰され、
このボタンが表⽰されます。クリックすると
過去の⾒積⼀覧が展開して表⽰されます

画⾯説明2 HOME ⾒積の新規作成・⾒積保存データの編集ができます
※HOME画⾯はフロントシステムにより異なります。
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①カテゴリー選択
カテゴリーを選択します

②商品シリーズ選択
商品シリーズ名を選択します

画⾯説明2 カテゴリー ・ 商品シリーズ から商品を選びます商品を選ぶ11
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①⾒積⽅法選択
目的・用途に合わせ、複数の方法を
用意しています

⽂字︓⽂字をクリックして選択。スピード重視。
画像︓画像をクリックして選択
プランNo︓カタログのプランNoを⼊⼒して選択
フリー配置︓１からプランニングする

画⾯説明2 ⾒積⽅法 ・プラン仕様から 基本プランを選びますプランを選ぶ22

③プラン仕様表⽰
選択した仕様が表⽰されます

②プラン仕様選択
部屋・サイズ・スタイル・納まりの
順に選択します
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③オプション
オプション部材を⾒積明細に
追加します。CGには反映しません

⑤フリー配置に進む
フリー配置専用画面に遷移します

⑦視点変更 視点の変更ができます

上下左右移動 回転 拡大 縮小 正面右 正面 全画面

⑥⾒積確認に進む
⾒積確認画面に遷移します

④合計⾦額
仕様に合わせて
合計⾦額を表⽰します

①基本仕様
ベースカラーを⼀括で
変更できます

⑧部屋⾊変更

床・壁・天井⾊を変更できます

画⾯説明2 基本プランから仕様を変更します仕様を選ぶ33

②詳細仕様
各部材の⾊を⼀括で
変更できます
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①パーツリスト
部材をドラッグして配置します
⇒ 基本操作 １~９

⑦通常画⾯に戻る
通常画面に遷移します

②仕様変更画⾯
部材をクリックすると表⽰され
ＷＨ寸法・扉吊元等、各種
仕様を変更します
⇒ 基本操作 ４

③扉透過
扉を透過して棚板等を
表⽰します
⇒ 基本操作 ２

画⾯説明2 部材配置や寸法の変更ができます仕様を選ぶ（フリー配置）33

④構成部材選択
選択対象を切り替えます
OFF︓ユニット全体選択
ON︓棚板・引出し等

部材ごとに選択
⇒ 基本操作 ２

⑤納まり部材
カウンター・化粧パネル
フィラー・化粧目地棒
を配置します
⇒ 基本操作７・８

⑥エラー・警告表⽰
エラーや警告の内容・原因・対応を
表⽰します

エラー ・・・ 解消するまで先に進むことは
できません

警告 ・・・ 問題ないことを確認して
先に進むことができます
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①⾒積明細
品番・商品名・数量・⾦額・
単価などが表⽰されます

②⾒積完了に進む
⾒積完了画面に遷移します

画⾯説明2 ⾒積確認44 ⾒積明細を確認することができます
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③⾒積⼀覧に戻る
HOME画面に遷移し
⾒積が保存されます

①⾒積の印刷設定をする
出⼒する帳票にチェックを⼊れます
詳細設定ボタンでファイル形式等の設定ができます

②帳票出⼒結果を確認する
出⼒状況・結果の表⽰とダウンロードができます

画⾯説明2 ⾒積書・図⾯・提案書を出⼒することができます⾒積完了55

※画⾯はフロントシステムにより
異なります。

※画⾯はフロントシステムにより異なります。

④視点を設定する
提案書CGの視点を設定します



10

１．部材の配置（１）

基本操作3

■ユニットについて

・おすすめプランの、扉・棚板・ キャビネット
のセットをユニットとして登録しており
⼀括で配置することができます。
名称の（ ）内はプランNoを⽰して
います。

①①

①部材はパーツリストのフォルダを
順に選択して絞り込みます。

・Wサイズ等はボタンで絞り込む
ことができます。

・フォルダをクリックして直接移動
できます。「TOP」をクリック
すると⼀番上の階層に移動
します。

①①

③③

②②

次のページに続きます



１．部材の配置（２）

11

基本操作3

キャビネット・⼀枚棚

①部材をクリックすると⻘いシルエットが表⽰されます。
ドラッグして左のエリアに配置します。

※キャビネットは床置きにすると台輪納まり、
床から浮かせるとフロート納まりとなります。

扉・引出し・棚板
※部材が小さい為、操作が難しい場合は画面を拡大してください。

①部材をドラッグしてキャビネット内に⼊ると、
マッチングポイント(▽△マーク)が表⽰されます。

※部材が干渉する場合は赤く表⽰されます。
※棚板はキャビネットの固定⾦具や扉の部品と干渉する為、
配置できない場合があります。

②マッチングポイントが合った場所で配置します。

※扉を配置すると必要に応じて自動的に棚板が配置され
ます。※次ページ参照

①①

②②

①①

②②

扉・引出し

棚板

キャビネット
⼀枚棚

次のページに続きます



１．部材の配置（３） 棚板の自動配置・棚板の置き換え
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基本操作3

地板

自動配置固定棚板

扉

部材が重
なると・・・

自動配置棚板が
配置される

棚板の自動配置
①システムでは扉(引出し)配置時に
棚板の配置モレを防ぐために、
必要な棚板を自動的に配置します。
※パーツリストで扉選択時に奥⾏きを選択
するのはこの為です。

扉上︓自動配置固定棚板
扉下︓自動配置可動棚板

但し、自動配置棚板の場所に、天板・
地板・その他代替となる棚板が存在する
場合は自動配置棚板は配置されません。
（配置の前後は問いません。）

棚板の置き換え
②自動配置棚板の場所にトール
キャビネットの付属棚板等を重ねて
配置すると、自動配置棚板が
削除され置き換えすることができます。

天板

自動配置可動棚板

自動配置棚板は
配置されない

トールキャビネットの
付属棚板

自動配置棚板が
削除される

①①

②②



２．部材の移動・削除（１）
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基本操作3

部材選択
①構成部材選択・扉透過の２つボタンを
組合せて部材を選択し、移動・削除を
⾏ないます。

緑⾊︓ON グレー︓OFF

・部材の上にマウスを載せると部材名が
表⽰されます。この状態でクリックする
と部材を選択することができます。

キャビネット

扉

棚板

削除
ゴミ箱のアイコン をクリックすると
削除できます。

移動
選択した部材をドラッグすると
移動できます。

①①

①①

①①

用途 配置
部材

構成部
材選択

扉透過

キャビネット
内の部材を
まとめて選択

ユニッ
ト

OFF OFF

各部材を
選択

キャビ
ネット

ON ON

扉 OFF

棚板 ON

次のページに続きます



２．部材の移動・削除（２） 寸法指定配置・ガイド線
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基本操作3

寸法指定配置

キャビネット・⼀枚棚の位置を寸法を指定して
配置することができます。

①部材をクリックすると、左・下・右に寸法が表⽰さ
れます。⻘⾊の数値（壁からの寸法、床からの寸
法、天井からの寸法）をクリックします。

②⼊⼒ボックスが表⽰されます。
数値を⼊⼒し適用ボタンをクリックすると、
反映されます。

活用例
・キャビネットの壁からの位置
・キャビネットや⼀枚棚の床からの高さ
・ウォールキャビネットの上端位置

②②

ガイド線

部材を隣接させると部材間にガイド線（赤点線）
が表⽰されます。端部の位置合わせに便利です。
活用例
・⼀枚棚とベースキャビネットの端部
・トールキャビネットとウオールキャビネットの上端

②②①①



３．部材のコピー
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基本操作3

①構成部材選択ボタンをOFF(グレー⾊)にします。

②コピーしたい部材(ここではトールキャビネット)を
クリックします。

③表⽰されるコピーアイコン をクリックすると、
パーツリストのフォルダ名が「パーツコピー」に変わり、
コピーした部材が表⽰されます。

④パーツをドラッグして配置します。

⑤パーツコピーを解除するには、フリー配置画面を
クリックしてください。

※パーツの仕様(サイズ・⾊・特別仕様等)及び
パーツに含む 全ての部材(扉・引出し・棚板等)が
コピーされます。

※コピー可能な部材は、キャビネット・⼀枚棚です。
デスクカウンターユニット、デスクカウンター部材、
(単体の)扉、引出し、棚板はコピーできません。

※複数ユニットをコピーすることはできません。
１ユニット単位で操作してください。

①①

配置後イメージ配置後イメージ

②②

③③

④④

③③

①①



４．部材の仕様変更

16

基本操作3

①部材をクリックすると右の画面に仕様変更画面が表⽰
されます。

②プルダウン・数値⼊⼒等で仕様を変更することができます。

部材⾊
W・H寸法
開閉方法・吊元
特別仕様（配線穴加工等）など

②②

①①
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５．特注寸法の設定

基本操作3

①キャビネット
・仕様変更画面でWサイズは数値
⼊⼒・Ｈサイズはプルダウンより選択
してください。(１ピッチ＝32ミリ）

②扉
Hサイズはキャビネットに連動しません。
キャビネットの調整ピッチ数を扉で
調整してください。扉が複数枚で調整
する場合はピッチ数の合計が合うように
してください。Wサイズはキャビネットに
連動します。

③棚板
棚板のＷサイズはキャビネットに連動
します。

変更後変更後変更前変更前

①①

②②

２ピッチ(64ミリ）

２ピッチ(64ミリ）

■扉Hサイズについて

扉のチリ寸法は４ミリです。キャビネットH寸法と
スキマの数から扉のH寸法を算出できます。

例）
キャビネットH︓1860ミリ
H04扉H︓380ミリ
スキマ数３(天板・地板・扉間）
特注寸法の扉︓H寸法 X

X=1860-380-4×3=1468
４

４

４

380

1468

1860

キャビネットと扉の
調整ピッチ数を

合わせる



６．配線穴加工(特別仕様)の設定
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基本操作3

①ベースキャビネットをクリックし、仕様変更画面を
表⽰し、特別仕様ボタンをクリックします。
②画面に従い、配線穴加工の対象部材、場所、
種類、位置を 選択・⼊⼒します。
対象部材には、天板、側板・中仕切り、背板が
あり、各タブを切替えて設定します。
例）天板・間⼝２・⻑穴

規格位置より右 720ミリ

③確定するボタンをクリックして仕様変更画面に
戻ります。

④決定するボタンをクリックすると特別仕様が設定
されます。

⑤納まり部材機能にてカウンターを配置します。
配置後、納まり部材モードを終了します。※

次のページに続きます

※カウンターの配置は 基本操作７ カウンター・化粧パネル
の配置を参照願います。

③③

②② ②②

②②

④④

①①



６．配線穴加工(特別仕様)の設定 （続き）
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基本操作3

⑥カウンターをクリックし仕様変更画面を表⽰し、
特別仕様ボタンをクリックします。

⑦ベースキャビネットの天板と同じ加工の種類・
位置を⼊⼒します。

例）⻑穴あり AA配線穴加工位置 720

⑧確定するボタンをクリックして仕様変更画面に
戻ります。ボタンが⾒えない場合はブラウザの
表⽰を90%程度に変更してください。

⑨決定するボタンをクリックすると特別仕様が設定
されます。ボタンが⾒えない場合はブラウザの
表⽰を90%程度に変更してください。

確認⽅法
図面・提案書・通常画面に天板配線穴加工位置が
表⽰されます。

⑦⑦

⑨⑨

⑥⑥

⑧⑧
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７．カウンター・化粧パネルの配置

基本操作3

①①

②②
カウンターの例 ③③

配置
①納まり部材ボタンを押すと、
お知らせが表⽰され、納まり
部材配置モードとなります。
配置場所は緑枠で表⽰され
ます。（矢印部）

②配置場所を選択すると⻘⾊に
変わり、配置可能な部材の
候補が表⽰されます。

③パーツを選択しOKボタンを
クリックすると配置されます。

変更・削除
④⾊は、詳細仕様画面で変更
できます。

⑤削除は、部材を選択して
表⽰されるゴミ箱アイコンで
削除してください。

※⾒積確認画面に遷移すると
各部材の⻑さを計算して、
必要数量を拾い出します。

④④
⑤⑤

※納まり部材の種類・⻑さ(1箇所につき+30ミリの切り代）を
考慮して数量を計算しています。
商品明細をご確認の上、必要に応じて調整願います。
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８．フィラー・化粧目地棒の配置

基本操作3

壁・天井とのスキマ設定
① 配置前に寸法指定配置機能
にてキャビネットと壁・天井との
スキマを設定してください。

・化粧目地棒︓24ミリ
・フィラー︓24~200ミリ
※スキマが正しくない場合
パーツリストに表⽰されません

幕板配置時の⻑さ追加
②仕様変更画面で、基準寸法を
確認し、「⻑さ追加」ボタンにて
側面奥⾏部分の追加⻑さを
⼊⼒し、確定・決定すると変更
が反映されます。

※システムでは、奥⾏分は自動計算
されません。図では〇部
(キャビネット右側奥⾏)430ミリを
追加し、2030ミリ (1600+430)
としています。

②②

①① 【壁・天井とのスキマ】
化粧目地棒︓24ミリ
フィラー︓24~200ミリ

※ここではフィラー・化粧目地棒の配置時の注意を解説しています。
操作手順は、基本操作７ カウンター・化粧パネルの配置 を参照願います。



９．デスク用カウンターの配置 ※デスク下スペースの無い配置 及び 化粧パネルとの併用には対応しておりません。ご了承ください。
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基本操作3

①①

②②

【ユニット】で配置する

①デスクカウンター＞デスクカウンター【ユニット】
を選択し、サイズ・配置パターンを選択して
配置します。

②配置後、必要に応じてユニットの幅・高さ
を変更してください。

※デスクカウンターユニットに配置パターンが無い場合
デスクカウンター【部材】で配置してください。

【部材】で配置する

①デスクカウンター＞デスクカウンター【部材】を
選択し、配置場所の近辺に仮配置します。
例）D430 W20(W=2001）

②カウンターをクリックして寸法を⼊⼒してOK
決定するボタンを押します。
例）W=1800

①①

②②

次のページに続きます
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９．デスク用カウンターの配置⽅法（続き）

基本操作3

【部材】で配置する

③デスク空間を配置します。(最大2000ミリ）
例）D430 W2000 H07

④デスク空間をクリックして寸法を⼊⼒してOK・
決定するボタンを押します。
例）W=1400

⑤ベースキャビネットを配置します。
例）D430 W400 H07

⑥デスクカウンターをキャビネット・デスク空間の
上に配置します。

※デスク空間の配置により固定⾦具の数を
拾い出しています。

※ベースキャビネット・デスク空間は、カウンター下に
スキマなく、端部を揃えて配置してください。

※キャビネット・デスク空間の合計がデスクカウンターの
⻑さと同じになるよう、デスク空間を調整してください。

デスクカウンターＷ1800
＝デスク空間1400＋キャビネット400

③③

④④

⑤⑤
⑥⑥
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⾒積データの共有4

⾒積書の「⾒積書番号」により⾒積データを共有(⾒積コピー)することができます。

送り側

①⾒積完了画面で「⾒積書」を出⼒します。
（補足説明書も必要です）

②「⾒積⼀覧に戻る」で⾒積を保存してください。
重要︓⾒積保存しないと受け側で取り込むことが

できません。ご注意願います。

②①のファイルを受け側に送付してください。

受け側

① ⾒積書・補足説明書より、⾒積書番号、
商品名、品種名を確認します。

次のページに続きます

①①

①① ⾒積書番号

商品名

品種名

※フロントシステムにより機能が無い場合があります。
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⾒積データの共有4

② 対象の商品・品種を選択します。
例）商品名︓ヴィータス 品種名︓壁付収納

③ 「選択方法を選ぶ」で「⾒積書番号
から検索する」を選択します。

④ ⼊⼒欄に⾒積書番号を⼊⼒して
検索するボタンをクリックします。
例︓37984840

⑤ ⾒積プランが画面に表⽰されます。
※商品名・品種名が異なる場合、エラーが表⽰されます。
⾒積書情報を確認の上、正しい商品・品種を選択
してください。

※⾒積をコピーして取り込む為、
編集・保存は元の⾒積には影響しません。
保存時には別の⾒積書番号が付与されます。

②②

③③

④④

⑤⑤
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■TV台
・配線穴加工付 ベースキャビネット W1350・D430
（右側︓引出し２段、左側︓開き扉）
・トールキャビネット W04・D430・H20高さ1860特注
（開き扉２枚）
・ウォールキャビネット W1350・D430
（フラップ木扉１枚）
・⼀枚棚 W1350・D300
※全てクリエモカ⾊

5 プランニング事例 TV台
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5 プランニング事例
1-1．商品仕様を選択する

①「画像を⾒ながらを選ぶ」のメニューより、
部屋・サイズ・スタイル・納まりを順に選択し、
おすすめプラン(BL01) を選択します。

・部屋︓リビング・ダイニング
・サイズ︓Ｄ４３０・Ｗ１３５０
・スタイル︓ＴＶ台
・納まり︓台輪納まり

②選択したプランが表⽰されます。

■プランＮｏが決まっている場合は、「プランＮｏから検索する」の
メニューより、“BL01”と⼊⼒してプランを検索し、選択することもできます。

①①

②②

TV台
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5 プランニング事例
2-1．ベースカラーを変更する

①画面右の基本仕様タブより、「ベースカラー」を選択します。
②カラー⼀覧より、「クリエモカ」を選択します。

③「フリー配置に進む」ボタンをクリックし、次に進みます。

■詳細仕様タブでは、各部材の⾊を⼀括で変更することができます。
■オプションタブでは、各種オプション部材を選択することができます。
（オプション類は配置されません。図面にも出⼒されません）

①①

②②

③③

TV台
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5 プランニング事例
3-1．扉・棚板の削除

①「構成部材選択ボタン」をクリックし、ON(緑⾊)にします。
②ベースキャビネットの右の扉を選択します。

③ゴミ箱アイコンが表⽰されますので、クリックして削除します。
④同様に、配線可動棚板を選択し、削除します。

3-2．引出しの配置

①パーツリストより、引出し＞引出し＞D300＞
プッシュオープンを選択します。

②W04ボタンで選択肢を絞り込み、W04H02の引出しを
選択します。

③キャビネット右側下にドラッグし、▽△マーク
(マッチングポイント)が表⽰される位置に配置します。

④配置した引出しの上に、同じ引出しを配置します。

■構成部材選択ボタンは、扉・棚板を選択する時、ON（緑⾊）にします。
ユニット（キャビネットとその中に含まれる部材全体）を選択する時は、
OFF（グレー⾊）にします。

■マウスを部材に近づけると、部材名が表⽰され、確認することができます。

①①

②② ④④

①①

②②

③③

④配置後④配置後
③③

③③

TV台
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5 プランニング事例
4-1．ベースキャビネットの移動
※トールキャビネットを左壁に配置する為、空きスペースを作ります。

①「構成部材選択ボタン」を選択し、OFF(グレー⾊)に
します。

②ベースキャビネットをクリック・ドラッグして、右側に移動します。
画面下に表⽰される、壁からの寸法を参考に、600ミリ
程度、右に移動させてください。

4-2．トールキャビネットの配置・ベースキャビネットの移動

①パーツリストのTOPを選択し⼀番上の階層に 移動します。
②キャビネット＞トール＞トールキャビネット＞D430＞H20を
選択します。

③W04ボタンで選択肢を絞り込み、W04H20のキャビネット
を選択します。

④ドラッグして、左壁に付けて配置します。
⑤ベースキャビネットをトールの横に付けて配置します。

①①

①①
②②

③③④④

⑤⑤

②②

TV台
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5 プランニング事例
5-1．トール下に扉配置

①パーツリストのTOPを選択し、⼀番上の階層に移動します。
②扉＞開き木扉＞D430＞プッシュオープンを選択します。
③W04ボタンで選択肢を絞り込み、W04H04の扉を選択
します。

④ドラッグしてトールキャビネットの⼀番下に配置します。
※配置時に、固定棚板が扉の上に自動配置されます。

5-2．トール付属棚板の流用・トール上に扉配置
※トールの付属棚板を、扉上の固定棚板として流用することができます。

①「構成部材選択」を選択し、ＯＮ(緑⾊)にします。
②キャビネット内のトール付属棚板を選択し、下にドラッグ
します。扉上固定棚板の上に配置すると①で配置された
自動配置棚板が消え、付属棚板が配置されます。

③パーツリストより、W04H16の扉を選択します。
④ドラッグしてトールキャビネット上部に配置します。

①①
②②

③③
④④

②②
④④

③③
④配置後④配置後

①①

TV台
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5 プランニング事例
6-1．トールHサイズ特注寸法

①構成部材選択︓OFF（グレー）にします。
②トールキャビネットを選択します。
③「仕様変更画面」のキャビネットH寸法を選択します。
④プルダウンリストより、1860ミリ(２ピッチ変更）を選択
します。

⑤「決定する」ボタンをクリックします。
⑥キャビネットはH寸法特注となりますが、上端の扉は
キャビネットからはみ出し、エラーが表⽰されます。
扉のH寸法も２ピッチ変更してください。

①①

②②
③③

④④

⑤⑤

■注意
扉割りの状態によっては、扉の寸法は、キャビネットのH特注寸法に連動しな
い場合があります。その場合は、キャビネットで縮めたピッチ分を、扉(扉割り）
で調整してください。

⑤操作後⑤操作後

TV台
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5 プランニング事例
7-1．ウォールキャビネットの配置

①パーツリストのTOPを押して、⼀番上の階層に移動します。
②キャビネット＞ウォール＞D430＞を選択します。
③W135ボタンで選択肢を絞り込み、W135H04を選択
します。

④ドラッグしてトールの上端に合わせて配置します。

7-2．フラップ扉を配置

①パーツリストのTOPを押して、⼀番上の階層に移動します。
②扉＞フラップ木扉＞D430＞手掛け開閉(上開き）を
選択します。

③W135ボタンで選択肢を絞り込み、W135H04を選択
します。

④ドラッグしてウォールに配置します。

①①
②②

③③

④④

④拡大図④拡大図

■ウォールを近づけると、ウォールとトールの上端に赤い点線が表⽰され、
上端が揃ったことが確認できます。（拡大図）

①①
②②

③③

④④

TV台
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5 プランニング事例
8-1．⼀枚棚の配置

①パーツリストのTOPを押して、⼀番上の階層に移動します。
②⼀枚棚＞D300を選択します。
③W135ボタンで選択肢を絞り込み、⼀枚棚を選択します。
④ドラッグして配置します。
⑤画面左に、⼀枚棚の床からの配置高さが表⽰されます。
⻘い数字をクリックして、高さ1250を⼊⼒します。
⼀枚棚が、床から1250ミリで配置されます。

①①
②②

③③
④④

⑤⑤ ⑤操作後⑤操作後

■寸法指定配置
部材をクリックすると、床・天井・壁からの距離が表⽰されます。⻘い数字を
クリックし、数値を⼊⼒することで、寸法指定して配置することができます。

TV台
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Q&A6

ウォールキャビネットの扉は手掛け開閉を基本としていま
すがプッシュ開閉も選択可能です。
但しプッシュ機構が扉の上に取り付く為、扉の下の方を
押しても開かないことがありますのでご注意ください。
また、ウォールキャビネットのキャビネットと扉は同じ呼称
サイズの場合、キャビネットの高さが扉よりも１ピッチ(32
ミリ)小さく設定されています。（手掛け開閉の為）
※図１

プッシュ開閉を選択した場合、プッシュ開閉かつ手掛け
スペースもある状態となります。ご使用の際、手掛けで
開閉しない様 注意が必要です。
もしくは、扉の高さを１ピッチ小さく(特注寸法に)して
キャビネットに合わせてください。※図２

参考）ウォールキャビネットには手掛け開閉をおすすめします

１．ウォールキャビネットをプッシュ開閉にしたい

図１
ウォールキャビネット H08
扉 H08

図２
ウォールキャビネット H08
扉 H08 特注

手掛けスペース 28ミリ
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Q&A6

扉や引出しの上端がキャビネット上端を超えています。
下記の手順で移動・サイズ変更・再配置を⾏なってく
ださい。

①構成部材選択ボタン︓ON（緑⾊）
扉透過︓ON（緑⾊）にします。

②拡大ボタンで、キャビネット上端を拡大表⽰します。
扉／引出しがキャビネットからはみだしていることが
確認できます。

③扉／引出しの位置を下に移動する
⇒基本操作2

③扉／引出しの高さを変更する
⇒基本操作5

③扉／引出しを削除して別のパーツを配置する
⇒基本操作２・１

２．扉／引出し 配置エラー

扉や引出し配置時に、「キャビネットに納まる位置に
配置してください」のエラーが表⽰された場合の対応
方法は︖

①①

②②

②②
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Q&A6

キャビネットは使い勝手・耐荷重・⾒映えを考慮し、シ
ステムで高さを制限しています。
引出しは、キャビネットへの取付け制限に基づき高さを
制限しています。

・ウォールキャビネット︓床~キャビネット下端1028ミリ以上

・トールキャビネット︓床~キャビネット下端1028ミリ以下

・ベースキャビネット︓床~キャビネット下端1028ミリ以下

・引出し︓床~引出し上端 1024ミリ以下
※Ｈ１０キャビネットの高さまで取り付け可能

３．キャビネット・引出しの配置高さ制限

キャビネットや引出しには高さ制限があり
配置できない。
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Q&A6

システムでは扉配置持に棚板の配置モレを防ぐために、
必要な棚板を自動的に配置するシステムとなっていま
す。⇒ 基本操作１

棚板を配置した後に扉を追加すると棚板枚数超過の
エラーが表⽰される場合がありますので、下記の手順で
配置してください。

①先に扉を配置します。
扉の下には自動的に棚板が配置されます。

②構成部材選択ボタン及び扉透過ボタンをクリック
してON(緑⾊)にします。

③追加の棚板を配置します。

※キャビネットごとの棚板取り付け可能段数は
カタログを参照願います。
トールキャビネットの付属棚板も枚数にカウント
します。

４．棚板枚数超過エラーの対応
ウォールキャビネットに棚板を３枚配置(耐荷重上、
3枚配置可能)した後、扉を配置すると枚数超過
エラーが表⽰された場合の対応方法は︖

①① ③③

②②

自動配置の棚板が追加され、
合計４枚配置される為
エラーが表⽰される
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Q&A6

カタログに掲載されている、引出し組合せパターンを
参考にしてください。

引出しH03は呼称よりもサイズが小さくなっているため
キャビネットとのスキマが発生する場合がります。

例）Ｈ０３引出し３段でＨ０８キャビネットに
ちょうど納まります。

５．引出し配置時にスキマができてしまう

引出しを配置したがスキマができる
（引出しＨ０３サイズを使用した場合等）


